
 

 

 

 

 

＜ 付属資料 ＞ 
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アルファベット

用語 解　説

ＢｔｏＢ
「Business to Business」の略 (B2B と表記されることもある)。企業対企業の電子商取引を表

す。広義には、従来の電話や FAX に変わり、Web や電子メールなどを利用して、人間が受発注を
行うような比較的原始的なものも含む。

ＣＯＰ１０（コップテン）

「COP（Conference of the Parties）」とは、国際条約を結んだ国が集まる会議（締約国会議）
の略称である。本計画（農業分野）へ掲載している「COP10」とは、2010年10月に愛知県名古屋市
で開催される、多様な生き物や生息環境を守り、その恵みを将来にわたって持続的に利用するため
に結ばれた生物多様性条約の10回目の締約国会議（議長国は日本）である。

ＣＳＲ活動
　ＣＳＲとは、「Ｃorporate Ｓocial Ｒesponsibility」の略で、 企業の社会的責任を意味す
る。収益を上げ配当を維持し、法令を遵守するだけでなく、消費者への適切な対応、環境問題への
配慮、地域社会への貢献などのために行う企業の活動。

ＤＩＹショップ 日曜大工のように自ら修理や物作りをするために必要な物を販売している店（ホームセンター）。

e-コマース
インターネットや専用線のようなコンピュータネットワーク上での電子的な情報交換によって、

商品やサービスを分配したり売買したりすること。

ＧＡＰ
　「Good Agricultural Practice」の略。農作物の生産において、農産物の食品安全性や品質確
保、環境負荷低減、労働安全の確保等を目的に、農業生産工程を点検し、記録し、見直し改善して
いく管理手法。

ＨＡＣＣＰ
「Hazard Analysis and Critical Control Point」の略。日本語では「危険分析重要管理点」と

訳されており、「ハサップ」と呼ばれている。製造における重要な工程を連続的に監視・記録する
ことによって、一つひとつの製品の安全性を保証しようとする食品の衛生管理手法のこと。

ＩＰＭ

　ＩＰＭ（Integrated Pest Management　総合的病害虫・雑草管理）とは、病害虫や雑草防除にお
いて、化学農薬だけにたよるのではなく天敵、防虫ネット、防蛾灯など様々な防除技術を組み合わ
せ、農作物の収量や品質に経済的な被害が出ない程度に発生を抑制しようとする考え方。これに基
づく防除技術は安全・安心な農産物の安定生産と、環境への負荷を軽減した持続可能な農業生産を
両立するために有効である。

ＩＳＯ１４００１

  環境に配慮した組織運営を行うための国際規格をいう。企業などが環境問題に取り組んでいくた
め「仕組み」を定めて、実行していくための様々な事柄が要求されており、ＩＳＯ１４００１を取
得するためには、求められている事柄を満たす仕組みを確立し、維持して、審査登録機関による審
査を受けることが必要である。

ＪＡＳ制度
　ＪＡＳとは、「Japanese Agricultural Standard」の略で、日本農林規格を意味する。農林水産
物やその加工品につけられる品質保証のための規格を定めている制度。

ＪＡ出資型法人
　ＪＡが出資して設立された法人。県内で設立を進めようとするＪＡ出資型法人は、担い手が不足
している地域などで、地域農業の振興のために、ＪＡが経営を主導して事業（農作業の受託、農業
経営など）を行う農業生産法人のことで、産業振興計画ではこの法人のことを指している。

LED照明
　発光ダイオード（LED）を使用した照明器具のことで、特定の波長の光を効率的に照射できる。
施設園芸では、開花や生育調節の目的に光照射を行う。白熱電球などに比べて、高価ではあるが、
省電力で発熱量が少なく、長寿命である。

ＮＰＯ
「NonProfit of Organization」の略。政府・自治体や私企業とは独立した存在として、市民・

民間の支援のもとで社会的な公益活動を行う組織・団体。特定非営利活動法人、非営利組織、非営
利団体、市民活動法人、市民事業体をいう。

ＯＦＦ－ＪＴ
「Off-the-Job Training」の略。知識やスキルを習得させるため、仕事の場を離れて学習させる

能力開発手法。

ＯＪＴ
「On-the-Job Training」の略。仕事の現場等で、業務に必要な知識や技術を日々の仕事を通じ

て習得させる能力開発手法又は習得させる研修、教育訓練。

ＰＤＣＡ（サイクル）
　計画（Ｐlan）を実行（Ｄo）し、評価（Ｃheck）して改善（Ａction）に結びつけ、その結果を
次の計画に活かすプロセスのこと。

ＳＣＭ
「Supply Chain Management」（サプライチェーンマネージメント）の略。サプライチェーンマ

ネージメントの解説を参照。

ＶＪ事業（ビジット・ジャ
パン事業）

　ビジット・ジャパン・キャンペーン事業の略称。2013年に訪日外国人旅行者数を1,500万人とす
る目標を掲げ、日本の観光情報を海外に発信するとともに日本の魅力的な旅行商品の造成等を官民
一体で推進するため国が提唱している事業。

Ⅰ 用語の解説
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あ行

用語 解　説

アクセシビリティ アクセスのしやすさの度合い。

あったかふれあいセンター
高齢者や子ども、障害者など誰もが集い活動し、子育てや生活支援、介護などのサービスを一体

的に提供する場所。（いろいろな補助金などを活用し、住民、事業者、専門家、行政の協働によっ
て設置される。）

アテンダント
受付係。この計画では、ジョブカフェこうちの受付係を指し、単なる受付業務を行うだけでな

く、来所者の悩みや相談内容等、来所目的に応じてキャリアコンサルタント等の担当者に対応を引
き継ぐ。

荒茶(あらちゃ)
　収穫した茶の葉を蒸して揉む工程の後乾燥させたもので、含有水分が多く、大きさも不揃いな状
態のお茶。

アンテナショップ
企業や自治体などが自社（当該地方）の製品の紹介や消費者の反応を見ることを目的として開設

する店舗のこと。

移住コンシェルジュ
移住や中長期滞在等を希望される方の相談窓口として、さまざまな情報を提供する民間の案内

人。

磯焼け
海藻類が繁茂している水域を「藻場（もば）」と呼び、これが大規模に消失し焼け野原のように

なった状態を「磯焼け」という。磯焼けの原因は、海水温の上昇などの環境変化や藻食性魚類、ウ
ニ類による食害などが考えられている。

イニシャルコスト 施設や設備を新規導入する際に必要となる経費のこと。初期費用。

稲発酵粗飼料
　稲の子実が完熟する前に刈り取り、ロール状にしたものを、長期保存を可能とするために乳酸菌
を加え、ビニールフィルムで包みサイレージ（発酵）化した牛の飼料のこと。

インキュベータ機能
インキュベータとは、卵を人工的に孵化させる孵卵器を意味する。この計画では、地域資源の情

報の収集と共有を図り、商品化等の検討を行う地域資源活用共有会議の果たす役割について例えた
もの。

インバウンドフォーラム

四国ツーリズム創造機構と四国運輸局がタイアップして国のビジット・ジャパン・キャンペーン
の一環として取り組んでいる事業。東アジア地域の旅行会社やマスコミを四国に招いて、観光・宿
泊施設の視察や商談会を開催し、四国への旅行商品の造成や現地の雑誌等への四国の情報の掲載な
どを促進している。

エージェント 代理業者のこと。代理人。

駅から観タクン
駅のタクシーを利用して、周辺の観光地を格安料金で楽しんでいただくためのタクシー観光プラ

ン。ＪＲが中心となって展開しており、二次交通対策の一つとして県内での導入を目指している。

エコシステム栽培（認証）

　園芸連が、生産者の取組を認証し表示する制度。化学合成農薬の使用だけに頼らず、生態系や生
産物への影響を少なくする、人と環境にやさしい栽培方法として、総合的病害虫・雑草管理技術
（ＩＰＭ技術）を取り入れた栽培管理の基準や高知県版GAP、土づくり等の要件を設け、審査し登
録する。

エコツーリズム
地域の自然や文化への理解を深め、より良い保全とゆとりある活用により、観光と産業を持続的

に発展させる活動。

エコファーマー
　「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律」に基づき、都道府県知事から、たい肥
等による土づくりと化学肥料や化学合成農薬の使用の低減を一体的に行う農業生産方式を導入する
計画について認定を受けた農業者の愛称。

エコポイント
公共交通機関の利用によるＣＯ2削減やマイバックの使用など、環境にやさしい行動への対価と

してポイントが付き、それを地域の社会貢献活動などに還元できる仕組みのこと。

（高知県)園芸戦略推進会
議

　輸入野菜の増加、国内競合産地との競争激化、量販店のバイイングパワーの増大などにより、危
機的な状況に置かれている本県園芸農業の立て直しを図るため、平成１２年９月に設置された「園
芸こうちパワーアップ戦略会議」を発展的に改組し、農業団体（中央会、園芸連、全農高知県本
部、県内の全農協）と県が一体となって園芸振興の課題解決を進めていくために平成１５年９月に
設置された県域の会議。
　この会議の中に、本県園芸農業の抱える課題を①系統共販、②共同計算、③輸送、④安全・安
心、⑤資材コスト、⑥営農対策の６つのテーマに区分し、それぞれプロジェクトチームを設置し、
具体的な課題解決に取り組んでいる。
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用語 解　説

おいしい風土こうちサポー
ター

　地産地消を県内全域に広げていくために、地産地消の取組に賛同し、率先して実践される方々の
こと。県への申込みによって、「生産」、「医療・福祉施設」、「観光施設等」、「食品加工」、
「量販店等」及び「消費者」の区分ごとに登録されている。

オフセット・クレジット
(Ｊ－ＶＥＲ)制度

カーボン・オフセットに用いられることを主眼に、国内における温室効果ガス排出削減・吸収量を
市場流通型のオフセット・クレジット（J-VER）として認証・発行する制度。環境省が策定した認
証基準に従い、オフセット・クレジット（J-VER）認証運営委員会により、オフセット・クレジッ
ト（J-VER）が認証・発行される。

オランダウェストラント市

　オランダは１０，３００ｈａものガラス温室を有し（高知県の園芸施設総面積は約１，６００ｈ
ａ）、天敵利用を主とするＩＰＭ技術や施設園芸において農薬や化学肥料の環境への負荷を極力抑
える技術で世界のトップランナーの国として認知されている。その中でもウェストラント市は、
４，３００ｈａのガラス温室が集中しており、パプリカ、トマト、ナス等の野菜類や花き類等、オ
ランダの中でも最も施設園芸農業の盛んな市であり、全域で先進的な環境保全型による園芸農業が
営まれている。

温湿度制御
　ヒートポンプ、ミスト噴射などを用い、ビニルハウス内の温度と湿度を制御してハウス内の気象
条件を改善し、植物の光合成を促進することによって農産物の生産量や品質の向上を図る。

温存ハウス
　土着天敵を安定的に利用するために、農家が野外で採取した土着天敵を維持・温存するためのハ
ウス。生産用のハウスとは別の育苗用のハウスや利用されていないハウス等を主に活用する。

か行

用語 解　説

カーボン・オフセット

日常生活や経済活動において避けることができないCO2等の温室効果ガスの排出について、まずで
きるだけ排出量が減るよう削減努力を行い、どうしても排出される温室効果ガスについて、排出量
に見合った温室効果ガスの削減活動に投資すること等により、排出される温室効果ガスを埋め合わ
せるという考え方。

買受人
　卸売市場において市場での売買取引に参加できる権利（買参権）を取得した業者のこと。買参人
ともいう。産地市場における買受人を特に産地買受人と呼ぶ。→買参権

海外事務所 この計画では、高知県シンガポール事務所と高知県上海事務所のこと。

皆伐 一定範囲の樹木を一時的に全部又は大部分伐採すること。

価格安定制度

　野菜の作柄は天候に影響を受けやすく、短期間に価格が大きく変動することから、野菜の生産・
出荷の安定を図ることで、野菜農業の健全な発展と国民の消費生活を安定させることを目的とした
国の制度。対象とする期間・市場に出荷した野菜価格が低下したとき、一定の要件を満たす産地の
生産者に対して補給金が支払われる。

活餌
　生きている餌。この計画では、かつお一本釣り漁業で、かつおの群を船に引き寄せるために撒か
れる活きたかたくちいわし、まいわしなどのこと。

環境保全型農業
　農業の持つ物質循環機能を活かし、生産性との調和などに留意しつつ、土づくり等を通じて化学
肥料、農薬の使用等による環境負荷の軽減に配慮した持続的な農業をいう。

環境保全型農業のトップラ
ンナー

　平成１９年に高知県が策定した「高知県環境保全型農業総合推進プラン」の中で示された、高知
県の農業が目指し、その地位を築いていくべき姿。全国のトップレベルにある取組として、天敵昆
虫や交配昆虫等の利用によるＩＰＭ技術、国際規格である環境ＩＳＯ１４００１を農家段階まで実
践した環境に配慮した取組、県内全域で確立している廃ビニール等の適正処理体制、ＪＡグループ
全体による残留農薬の自主検査体制等がある。

観光ガイドタクシー
この計画では、高知県観光ガイドタクシー認定制度実行委員会が認定した、高知の観光の知識と

優れた接客マナーをもつドライバーの運転するタクシー。地域を巡るタクシープランを設定して利
用促進などに努めている。

観光圏整備事業
観光地が広域的に連携した「観光圏」を整備することで、国内外の観光客が２泊３日以上滞在で

きるエリアの形成を目指す観光庁の補助事業。県内では幡多地域で、「四万十・足摺エリア（幡多
地域）観光圏」（計画期間：H21.5.1～H26.3.31）が平成21年4月に認定を受けた。

乾燥材 建築用材などとして使用する前に、あらかじめ乾燥させた木材。

間伐
育成段階にある森林において、樹木の混み具合に応じて樹木の一部を伐採（間引き）すること。

残存木の利用価値の向上と森林の有する諸機能の維持増進を図るために行う。

企業コーディネーター
この計画では、（財）高知県産業振興センターが東京と大阪に配置し、ビジネスマッチングや販

路拡大のサポート、情報収集などを行う人。
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用語 解　説

企業的経営体 高い経営・生産管理能力を備え、雇用労働力を有効活用し、高所得を目指す大規模経営体。

木と人出会い館 林業・木材関係団体と建築士の団体が連携し、木造住宅等の情報を提供する施設。

機能診断マニュアル
　耐用年数を経過し、老朽化が進む取水堰や排水機場など基幹的農業水利施設について、長寿命化
のために行う部分的な補修工事など、最適な予防保全手法の検討に必要な調査手順書で、施設の点
検・診断方法や余寿命の推定方法などを内容とするものをいう。

キャリアコンサルタント
求職者等が、適性や職業経験等に応じて自らが職業生活設計を行い、これに即した職業選択や職

業訓練の受講等の職業能力開発を効果的に行うことができるよう、相談業務を行う人。ジョブカ
フェこうちに常駐する。

牛群検定
　酪農家が飼っている乳牛１頭１頭の乳量や牛乳の成分、体重などを毎月１回（晩と朝で１セッ
ト）測定し、そのデータを集計して遺伝能力の改良や飼養管理の改善に活用するシステム。

共同計算制度

  県産主要野菜の出荷販売において、①農協・農家間の過当競合の抑止と個々に生じるリスク緩和
と分散、経費コストの低減、②統一した規格・ブランドによる顧客への供給力と取引力の強化、販
路の確保と開拓、③農協や品目の調整・組合せによる計画出荷の充実と信頼の向上、県益の拡大と
適正分配、などの目的達成と販売メリットを高めるため、全農協による県域共同販売をもとにした
販売代金のプール計算を行う方法。

業務筋（中食・外食） ホテル、レストラン、居酒屋等の外食関係業者及び惣菜、弁当チェーンなどの中食関係業者。

魚礁
　海底の隆起部で魚が集まり好漁場となる場所。自然の海底地形によるものは天然礁と呼ばれ、人
工的に構造物を設置したものは人工魚礁と呼ばれる。人工魚礁は形態により沈設型、中層型、表層
型に分けられる。

拠点ビジネス
農協や第三セクターなど、地域の中核となる組織を拠点にして、野菜や加工品などの製造販売

や、グリーンツーリズムなど観光交流のサービスなどを多角的、複合的に組み合わせたビジネス。

窪川アグリ体験塾

　就農を予定している方や農業体験を希望する方を対象に、高知県立農業大学校が実施する研修の
こと。 Ｕ・Ｉターンによる就農予定者を対象の実習を中心とした長期研修、インターネットによ
る通信講座と農場実習（スクーリング）を組み合わせた新いなかビジネススクール、農業実践者を
対象とした営農大学講座や女性農業者講座などのほか、様々な研修・講座を開設している。

クラインガルテン
ドイツ語で「小さな庭」という意味の簡易宿泊施設のある滞在型市民農園。1 区画ごとに休憩や

簡易宿泊が可能な小屋（ラウベ）が設けられる。日本では1990年代から全国各地で整備されてい
る。

グリーン・ツーリズム
　農山漁村地域の豊かな自然に親しみ、そこに息づく暮らしや文化、人々との交流を楽しむ滞在型
の余暇活動のこと。

クリーンエネルギー
　太陽光、太陽熱、地熱、風力、水力などの自然エネルギー及び水素エネルギーなど、環境に負荷
のかからないエネルギー。

クリエイター
デジタルコンテンツの制作者、デザイナー、イラストレーター、漫画家、作家、作曲家、画家な

ど創造的な活動を行う人。

グレーディング機器 製材品等をグレード（等級、品等）区分するために用いる機器。

黒潮牧場 かつおやまぐろ類を対象に土佐湾に設置（現在12基）されている表層型浮魚礁。

経営革新塾
国からの委託を受け、商工会議所等が実施している新事業展開等を目指す若手後継者の方などを

対象に経営戦略、組織マネージメント等の知識、ノウハウ等、経営革新に役立つ知識を20～30時間
で習得する講座。

経営革新等認定企業
「中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律」に基づく経営革新計画を策定し、承認された

企業等。

経営診断システム
　この計画では、農家の経営改善や経営発展を図るために、農家個人の経営実績を栽培作物毎に分
析するシステムのことで、ＪＡグループ高知が平成２１年度中の稼働を目指している。

系統（販売） 農家が、農協、園芸連を通じて農産物を販売すること。
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用語 解　説

系統共販
  農家が、園芸連が定める選果選別規格に基づき、農協を通じて園芸連経由で、県内外の園芸連取
引会社において一元的に販売する方法。

県漁協
高知県漁業協同組合。県内２５の海面漁協が合併して平成20年４月１日に発足した。組合員数１

万３千人（県内シェア55％、H19)、販売取扱高116億円（県内シェア：70％、H19）で四国最大の規
模を有する。

県認証

　この計画では、「高知県無農薬・減農薬栽培農産物認証」の略称で、県が農産物の栽培方法を認
証し表示する制度。農薬を使用しない栽培、又は節減対象農薬の成分回数を慣行栽培の５割以上あ
るいは８割以上減らした栽培を認証する。栽培計画が認証された農産物には、県の環境保全型農業
の統一キャラクター「エコタン」を貼付することができる。

コールセンター
　企業において、オペレーターが集約的に、電話等を利用して顧客へのサービス提供を専門に行う
応対センターのこと。こうした業務は、社内に部署を設置するほか、近年は、専門会社に委託する
傾向にある。

耕作放棄地
　以前は耕地であったが、実際の土地状況からみて、現状では耕作できないものと市町村等が判断
した土地。

高性能林業機械
従来のチェーンソーや集材機等に比べ、作業の効率化や労働強度の軽減等の面で優れた性能を持

つ林業機械。

こうち型集落営農
　過疎化・高齢化が進行する農村で、集落内の合意形成により、有望な園芸品目等の導入に加え
て、農産加工、グリーン・ツーリズムなどの取組により、拠点ビジネスを進め、農業で生活できる
所得を確保する仕組み。

こうち環境・安全・安心点
検システム

　高知県版ＧＡＰと同義。ＧＡＰという概念を、農業者にとってより親しみやすい形で取り組んで
もらえるよう工夫したもの。

高知県食品衛生管理認証制
度

ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた、県独自の衛生管理基準に適合する食品関連施設を認証する制
度。平成１５年に創設し、食品関係営業者の自主衛生管理の向上を図り、消費者に安全性の高い食
品を提供することを目的としている。

平成２０年度末で「魚肉練り製品製造業」や「鰹のたたき製造業」等の８業種で、業種ごとに基
準が定められている。

高知県内水面漁業調整規則
　この規則は、漁業法、水産資源保護法に基づき、本県の河川における水産資源の保護、漁業秩序
の確立を目的に知事が定めたもので、水産動植物の採捕等に関する制限、禁止、罰則等が規定され
ている。規則を定めるとき、また、変更するときは農林水産大臣の認可が必要

高知県版ＧＡＰ

　高知県では、園芸農業を主とする産地の状況に合わせて、独自に高知県版GAPとして、農業者自
らが主体的に生産から出荷までのそれぞれの工程管理を点検し、必要に応じて内容の改善に役立て
る「こうち環境・安全・安心点検シートその１」と、農業団体や集出荷場が主体的に流通段階での
工程管理を点検し、必要に応じて内容の改善に役立てる「こうち環境・安全・安心点検シートその
２」とを作成し推進している。（「ＧＡＰ」参照）

高知県木材情報センター
消費者や木材関係者に最新の木材関係の情報を提供している（財）日本木材総合情報センターの

支部組織として、各県に配置されている木材に関する相談所のこと。高知県では（社）高知県木材
協会内に設置されている。

こうち産業振興基金
（財）高知県産業振興センターに100億円の基金を造成し、平成19年度から10年間にわたり運用

益を活用することにより、地域経済の活性化を支援している。

高知COE推進本部
県内の産学官の連携による研究開発の推進と研究成果の事業化の支援を行うため、(財)高知県産

業振興ｾﾝﾀｰに設置した本部（平成18～19年度）。【※COE：ｾﾝﾀｰ・ｵﾌﾞ・ｴｸｾﾚﾝｽ（卓越した科学技術
振興の拠点）】

高知しごとネット
県庁のホームページ内に開設した国や県、民間の職業紹介事業所等の就職支援の情報を一元的に

集約した専用ポータルサイト。

高知ジュニア博士

　学校給食への地域特産物の供給や、生産者の食農教育により、高知県の特産物の味を知り、農業
や生産者のことをより深く理解する子ども達を育てることで、家庭や地域の中で特産物についての
伝達ができ、将来の高知県の農産物の応援団になってもらおうとする事業の中で指す子どものこ
と。

高知野菜１１人きょうだい
　「アンパンマン」でおなじみの漫画家やなせたかし先生による１１種類の高知やさいをきょうだ
いに見立てたキャラクター。１１品目は、高知の基幹品目みょうが、オクラ、なす、きゅうり、シ
シトウ、こねぎ、ピーマン、しょうが、メロン、米ナス、にら。

高知やさい体操

　園芸こうち販売促進事業実行委員会（園芸連、高知県、ＪＡグループ高知)の取組の一貫。高知
県で採れる野菜や、野菜の大切さを、多くの方々に知っていただくきっかけづくりとするため、Ｎ
ＨＫおかあさんと一緒でおなじみの「佐藤ひろみち」さんと「谷口くにひろ」さんのご協力により
「高知やさい体操」と「高知やさい体操　おひさまの味」の楽曲が平成２０年２月に完成。県内外
のイベント時に生産者、農業関係者等が実演し、高知やさいのＰＲを行っている。

高知よさこいファクトリー
平成13年度に、県、産業振興センターの支援により、県内製造業者の受注拡大等を目的として、

インターネット上に設立されたポータルサイトの名称。現在は、ポータルサイトへの登録企業等で
組織する高知よさこいfactory推進協議会により運営されている。
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用語 解　説

高等技術学校
職業能力開発促進法に基づき設置された県立の公共職業能力開発施設で、高知・中村の２校があ

る。職業に必要な技術･知識を習得するための訓練を実施している。

高軒高（こうのきだか）ハ
ウス

軒高が2ｍ程度の一般的なハウスに比べ、軒高4m以上の高いハウスのことをいう。より大きな栽
培空間が確保されるため、ハウス内の環境変化の緩和や、保温カーテンや細霧冷房装置などの環境
制御機器の設備化が容易であるなど、従来型ハウスと比較して環境制御に有利とされている。トマ
トやピーマンなど、連続して生長する作物では生産量が向上する。

合法木材
世界中で横行している違法伐採を防止するため、それぞれの国の森林関係の法令において、合法

的に伐採されたことを証明された木材のこと。

子ども農山漁村交流プロ
ジェクト

Ｈ20年度からの５年間に、農山漁村で１週間程度の宿泊体験活動（農林漁家での宿泊体験を含
む）を全国２万３千校の小学生（５年生）に経験してもらう事業。総務省、文部科学省、農林水産
省の連携施策事業として実施している。

コミュニティ・ビジネス
地域の課題を地域住民が主体的に、ビジネスの手法を用いて解決し、また、コミュニティの再生

を通じて、その活動の利益を地域に還元する取組のこと。

コラボ（販売）企画
　この計画では、地域野菜等の販売戦略として、地域の一次産品や観光資源等を活用しながらス
トーリー性を持たせ、販売拡大や生産拡大につなげる企画。

コンシェルジュ機能
　お客さまの求めに応じて、各種の情報を一ヶ所で総合的に案内する機能。案内だけでなく、宿泊
などの手配を含む場合もある。

コンテンツビジネス
漫画や写真、映像、音楽、コンピュータゲームなど創造的活動によって生み出されたものを活用

したビジネス。

コンパクトシティ
様々な機能を中心部に集中させた都市のことで、機能を集めることによって、相乗的な経済交流

活動が活発になり、中心市街地の活性化が期待できるとされている。

さ行

用語 解　説

再生稲
　稲を刈り取った株から再生して出てくる稲のことで、ひこばえ、二番穂とも呼ばれる。牛の飼料
として利用するために、肥料や水を与えて成長させる。収穫量は苗から育てた稲の半分程度である
が、育苗や田植えが必要ないことから栽培コストがかからないというメリットがある。

作業道
林道などから分岐し、立木の伐採、搬出、造林などの林内作業を行うために作設される簡易な構

造の道路。

サテライト
この計画では、ジョブカフェこうちの支所のことで、主にキャリアコンサルタントによる個別の

就職相談や職業適性検査、就職に関する情報などを無料で提供する。高知市本部に対して、衛星
（サテライト）のような施設。

サプライヤー 商品などの供給者。商品製造業者。

産地市場
主として漁業者又は水産業協同組合から出荷される水産物の卸売のため、その水産物の陸揚地に

おいて開設される市場。

残留農薬基準
　食品衛生法第７条に基づく食品規格で、農産物などに残留しても許容される農薬の最大上限値を
定めたもの。この基準を超えて農薬が残留している農産物は、国産品・輸入品問わず、流通・販売
などが禁止されている。

ジェトロ
  「Japan External Trade Organization」日本貿易振興機構の略称。国際見本市の開催、輸出促
進への協力などを行う。

四国観光立県推進協議会
四国４県とＪＲ四国の５団体で構成する観光協議会。海外や首都圏への情報発信、旅行会社や航

空会社とタイアップした四国のキャンペーンを展開するなど、四国の認知度の向上や誘客促進に取
り組んでいたが、平成２１年７月に発展的に解消し、四国ツーリズム創造機構に継承。

四国ツーリズム創造機構

行政主体であった四国観光立県推進協議会を平成２１年７月に発展的に解消し、新たに立ち上げ
た四国４県と民間企業が参画する官民一体の広域観光推進組織。前身の四国観光立県推進協議会の
取組の総括を踏まえ、新たにアクションプランを策定し、取組を強化。国内外での四国の認知度の
向上や誘客促進に取り組んでいる。
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志国高知 龍馬ふるさと博

ＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」や「土佐・龍馬であい博」で盛り上がった龍馬ブームを生かし、本
県観光の底上げを図るための「ポスト龍馬博の推進」の柱として取組む観光イベント。

龍馬を育んだ土佐の風土をまるごと体感できるよう、「歴史」「花」「食」「自然体験」の４つ
のテーマで県内各地でイベント等を開催。また、メイン会場としてＪＲ高知駅前に「こうち旅広
場」が平成23年7月9日にオープンした。

自然冷媒ヒートポンプ給湯
器（エコキュート）

ヒートポンプ技術を利用し、空気を圧縮した熱で湯を沸かすことができる電気給湯器のうち、二
酸化炭素(CO2)を冷媒（熱媒）として用いるもの。なお、エコキュートは関西電力の登録商標。

実需者

実際に商品を購入して消費する者。例えば、地産地消の取組で、野菜を作る人を生産者、それを
材料として購入して客に食事を提供する宿泊施設を実需者という。青果物流通の場合の実需者と
は、卸会社、仲卸から先の量販店、量販店の共同仕入れ組織、外食（レストラン等）、中食（惣菜
業者等）、食品加工業者（漬物等）、食品問屋等のこと。

地鶏肉特定ＪＡＳ認定
　地鶏肉の品質に関する表示方法や生産方法等についての基準を定め、その過程等について登録機
関が認定を行うもの。認定製品にはＪＡＳマークを貼付できる。

自伐林家 自己の所有する森林で伐採・搬出などを行い林業を営む林家。

遮光ネット
　減光や日長の調節、温度上昇抑制などを目的として作られた、ポリエステルなどを素材とする資
材。作物の種類や使用する目的により遮光率や色が異なる。

重油代替暖房機
　重油以外のエネルギー源を使用する暖房機。施設栽培用暖房機のエネルギー源として、木質バイ
オマス、電気等が検討されている。

集落営農
　集落単位で農業生産活動の一部又は全部を共同で行う営農形態をいい、この場合において、規約
や収支計画・事業計画に基づいて活動する組織を「集落営農組織」という。

主業農家 農業所得を主とし、６５歳未満で年６０日以上農業に従事している者がいる農家をいう。

種苗（大型・小型）

　放流用や養殖用の魚類などの稚魚のこと。 県では、ヒラメ、エビ類等の種苗を人工的に生産し
放流用として配付している。これまでの放流用種苗のサイズはヒラメ40mm、クマエビ15mmと小型で
あったが、今後は放流効果を向上させるため、より大きく育成したヒラメ（60mm）、クマエビ
（35mm）も放流用種苗として生産する。

浚渫(しゅんせつ） 航路、水路、泊地などの水底、又は河川の川底の土砂を掘りとること。

商社機能

　・蓄積した情報収集・分析機能や市場開拓機能。
　・事業経営に関わるノウハウ、リスクマネジメント機能。
　・IT（情報技術）、LT（物流技術）、FT（金融技術）、MT（マーケティング技術）
　などの機能のこと。

商品計画機構
県、市町村、産業団体等の出資により設立した「株式会社高知県商品計画機構」のことで、県内

資源を活用した商品開発・改良、販売戦略の確立、販路開拓・拡大の支援を行っている。

食育
　生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の継承、健康の確保等が図られるよう、自らの食につ
いて考える習慣や食に関する様々な知識と食を選択する判断力を楽しく身につけるための学習等の
取組をいう。

食農教育
　農業分野と教育分野が一体となり、食料と農業に関する学習や農業体験学習等を通じて、食べ物
や食生活、農業・農村について正しい理解を深めるための教育をいう。

ジョブカフェ（こうち）
若年者のための就職支援相談センターで、高知市帯屋町に開設。併設のハローワークと連携し

て、職業相談から職業紹介まで、ワンストップでサービスを提供している。

飼料用米 飼料の原料として生産される米（稲の子実）のこと。

新規需要米
　稲発酵粗飼料(ホールクロップサイレージ)用、飼料用、米粉用、輸出用、バイオエタノール用な
どの用途に用いられる米穀のこと。国内主食用米の需給に影響を及ぼさないと認められたものをい
う。

森林施業プランナー
森林を所有する方に、森林の管理などに必要な施業の方法、間伐等に必要な経費、木材販売見込

額などを明らかにした提案書「森林施業プラン」を提示するなど、きめ細かなプランを作成できる
人。

森林セラピー
森林浴、森林レクリエーションを通じ、森林が彩なす風景や香り、音色、肌触りなどによる、森

のいのちや力を感じるような心理的効果や、森林の地形、自然を利用した医療、リハビリテーショ
ン、カウンセリングによる健康回復、維持、増進活動。
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用語 解　説

森林認証制度
持続可能な森林経営の行われている森林を第三者機関が評価、認証し、そこから生産された木材

などの林産物を区分することにより、消費者がこれらの林産物を選択し、購入できるようにする民
間主体の制度。

森林保全ボランティア
森林の整備・保全に係わるボランティア。森林所有者に代わり、維持管理ができなくなった森林

などの整備を行う。

水源かん養
雨水を貯留し、河川へ流れ込む水の量を平準化して洪水を防止したり、土壌を通過することによ

り水を浄化するなど、豊かな水を生みだす森林の働き。

好き好き高知の野菜大好
きっ子宣言チーム

　生産者による食農教育により高知県の農業や野菜についての理解を深めることで、子どもたちが
主体で高知県の主要野菜を使った学校給食へのメニュー提案等、そういった主要野菜を使った学校
又はクラス単位での取組を通じて、高知の野菜好きの子どもたちを育てていく事業の中で指す子ど
もたち（クラス単位など）のこと。

生産工程管理ウォッチャー
システム

　農業者や農業団体、集出荷場が取り組む高知県版GAP等の生産から流通に至る工程管理の実施状
況、記録の保管、取組の改善状況等について、消費者等の第三者を含むメンバーらによって確認し
てもらう仕組み。

生産履歴記帳
　JAグループが実施する「生産履歴記帳運動」で、資材の誤った使用を防ぎ、適正に使用するた
め、主に農薬や肥料の種類、施用時期、使用量などについての記帳、回収、チェックを実施する。

生物多様性

ある場所に生息する生き物の種類の多少や個性の違いを総合的に指す言葉。環境破壊によって多
くの生き物が絶滅し、生物多様性が失われていることから、地球環境保全の程度を測るバロメー
ターとも言われている。生物多様性を守るということは、様々な生き物がお互いの関係を保ちなが
ら、本来の自然環境の中で生きている状態を守るということである。

接着重梁
大スパンの構造の場合に、単一材ではその断面に限度があるため、単一材を重ねて接着し、厚み

を大きくした梁のこと。集成材の一つ。

施肥基準

　気象や土壌等の条件にあった施肥量や施肥の時期を定めたもの。環境保全型農業の進展には、作
物や地域の気象、土壌等の条件にあった過不足のない適正な施肥が重要である。そこで、各都道府
県において、施肥量の目安になる施肥の基準値や方法を策定しており、これらの情報を技術指導者
等を通じて農業者の方に伝えるための目安となる施肥基準を作成している。

ソーシャルゲーム
　専用のゲーム機は不要で、パソコンや携帯電話を用いて、インターネットの特定のネットワーク
（ソーシャル・ネットワーク・サービス）が提供するゲーム上で、他のユーザーとコミュニケー
ションをとりながら遊ぶオンラインゲーム。

た行

用語 解　説

太陽熱消毒
　太陽熱を利用することで環境に負荷をかけることなく、土壌伝染性病原菌や土壌中の害虫、雑草
等を駆除する方法。通常、農地を透明なポリエチレンで覆うことによって行う。

炭酸ガス施用
　植物の光合成に必要な炭酸ガスを人為的に施用し、ハウス内の炭酸ガス濃度を高めることで、光
合成を促進し、生産物の収量や品質の向上を図る。

湛水処理

　畑の土壌病原菌は酸素の豊富な条件で生息しやすく、逆に湛水して酸素不足の状態にすると病原
菌は死滅しやすくなる。このような性質を利用して、古くから畑に水をためて水田状態にするなど
の生物的防除法のこと。湛水処理には、病原菌の減少効果のみでなく、作物の残さや残根の分解促
進効果、土壌線虫の減少効果、作物に余分な成分である塩類等の除去効果、雑草の抑制、ほ場の均
一化等の作用があり、低コストな生物的防除法として重要な方法の一つ。

単版工場
丸太から大根の「かつらむき」のように薄くはぎ取った板（貼り合わせると合板になる）を製造

する工場。

地域コーディネート組織
広域的な観光情報の発信や問い合わせへの対応、着地での旅行手配などをワンストップで行う組

織のこと。この組織があると観光客の利便性が格段に向上し、旅行会社も旅行商品を作りやすくな
る。また、広域ブロックでの観光振興を図る際に中心的な役割を担うことになる。

地域コンソーシアム 事業を行うことを目的とした地域の企業やNPOなどによる連携体制。

地域支援企画員
市町村と連携しながら、実際に地域に入って、住民と同じ目線で考え、住民とともに活動するこ

とを基本に、それぞれの地域の実情やニーズに応じて支援を行う県職員。（現在５３名が市町村に
駐在）

地球温暖化
人間活動による二酸化炭素やメタンなどの放出量が増大し、大気中の温室効果ガスの濃度が高ま

ることによって起こる現象で、地球の気温が気候の自然な変動の範囲を超えて上昇すること。
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用語 解　説

着地型旅行商品
着地（旅行先）の旅行会社などが企画した現地発着ツアーのこと。例えば、東京で高知への旅行

商品を売る場合は発地型旅行商品というのに対して、着地の高知で「龍馬を巡る旅」などを企画し
て売ることを着地型旅行商品という。

中山間地域等直接支払制度

　農業生産活動の条件が不利な中山間地域等において、農家に対する一定額の交付を通じて農業生
産活動を維持できるようにし、耕作放棄地の発生を防止することによって、農地・農村の有する多
面的機能を確保する制度。この制度では、集落内の農家が協定（集落協定）を結び、農業生産活動
を５年以上継続する必要がある。

中心市街地活性化基本計画
「中心市街地の活性化に関する法律」に基づき、中心市街地の活性化に関する施策を総合的かつ

一体的に推進するため、市町村が策定する基本的な計画のこと。内閣総理大臣が認定を行い、認定
を受けた基本計画に基づく事業に対して、国より集中的かつ効果的な支援が受けられる。

直販店・直販所
　常設店舗であって、生産者又は生産者グループが自らが生産、又は製造したものを直接販売する
ところ。

テストマーケティング
新商品の本格的な市場参入に先立って、試験的に実市場で販売や広告宣伝活動などを行い、その

反応を調査・検証する活動のこと。

出前授業
　この計画では、主に県外消費地の学校等に出向いて、本県園芸品への理解を深めるとともに消費
拡大を図ることを目的として、園芸品の生産に関わる者が、直接本県の園芸農業の概要や環境保全
型農業への取組紹介、本県園芸品を使った調理実習等を行うことをいう。

電子商取引 ｅコマースとも言い、インターネット上で全ての商取引を行う仕組み。

土佐はちきん地鶏
　いずれも高知県原産の土佐九斤と大軍鶏を交配させたクキンシャモの雄と白色プリマスロックの
雌から生まれた高品質肉用鶏。ほど良い歯ごたえと脂質の少ない地鶏本来の旨さが特徴。

特栽ガイドライン

　生産された地域の慣行レベル（各地域の慣行的に行われている節減対象農薬及び化学肥料（窒素
成分）の使用状況のこと）に比べて、節減対象農薬の使用回数が５割以下、かつ化学肥料の窒素成
分量が５割以下で栽培された「特別栽培農産物」に係るガイドライン。平成１６年４月に改正さ
れ、化学合成農薬や化学肥料の使用状況に応じて区分毎に設定されていた名称（無農薬・無化学肥
料・減農薬・減化学肥料栽培農産物）が「特別栽培農産物」に統一された。

篤農家
　優れた生産技術を持ち、高収量・高品質を実現することで安定した農業経営を行っている、地域
のモデルとなる農家をいう。

特用林産物 林野から産出される木材以外の産物。きのこ、木炭等。

土佐あかうし
　土佐和牛のうち、褐毛和種高知系（土佐褐毛牛）の流通ブランド名。明治時代から高知県内のみ
で改良されてきた貴重な品種であり、美しい褐色の毛色に、毛分けといわれる目や鼻が黒いのが特
徴。程良い霜降りと赤身の美味しさが評価されている。

土佐ジロー
　高知県原産の天然記念物土佐地鶏の雄と米国原産のロードアイランドレッドの雌を交配して生ま
れた卵肉兼用の地鶏。卵は小ぶりながら濃厚な味、肉は適度な歯ごたえがあり深い味わいが特徴。

土佐のいい物・おいしい物
発見コンクール

県内事業者の有する優位性を持つ商品を発掘、ＰＲすることによって、商品改良や販路開拓を支
援することを目的に開催するコンクール。平成１２年度に第１回コンクールを開催して以来、現在
までに７回開催している。

土佐の料理伝承人
　高知の豊かな食文化を伝えるため、地域の郷土料理について卓越した知識・技術をもち、伝承活
動に取り組んでいる、市町村長の推薦により県が選定した５６団体・個人の方々をいう。

土佐・龍馬であい博

2010年のＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」の放送にあわせて開催した観光イベント。ＪＲ高知駅前を
メイン会場とし、誘客の核としてドラマ関連の展示を行う「高知・龍馬ろまん社中」と、観光や物
産の情報を一元的に発信する情報発信館「とさてらす」を設置。また、サテライト会場として、安
芸市、梼原町、土佐清水市に、ドラマ関連の展示を行う「社中」を設置し、その地域の広域情報を
きめ細かく発信することで、更なる周遊を促す。

さらに、県内各地で「自然」や「食」、「歴史」や「文化」などの魅力を活かした滞在型・体験
型観光のイベントを実施し、高知県のイメージアップとファンを獲得する。

土佐和牛
　高知県内で生産された和牛（黒毛和種、褐毛和種）の流通ブランド名。特に黒毛和牛は鮮やかな
霜降りと柔らかさが特徴。褐毛和種高知系は土佐和牛「土佐あかうし」としても流通している。

土壌診断処方箋
　作物の収量や品質の向上あるいは養分の過不足による生育障害等を改善していくために、生産者
への①聞き取り、②土壌診断、③理化学性の分析診断、④作物診断等によって、その症状や改善目
的に応じた対策の処方箋を示す。土壌の性質や作物の種類によって基準値は異なる。
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用語 解　説

土着天敵

　地域に生息している土着の昆虫やクモ等その他生物で、作物に被害を及ぼす害虫の天敵となるも
の。土着天敵は、特定防除資材（特定農薬）として指定されている。天敵を活用した防除には、
メーカー等によって製品資材化されており、農家がいつでも購入できる状態の天敵を利用する場合
と、地域にもともといる土着の天敵昆虫を利用する場合とがある。ハウスなどの閉鎖系空間では購
入天敵中心の利用が多いが、ほ場が周りの自然と連続している露地栽培では土着天敵が比較的利用
しやすい。

土着天敵リレー

　作物の栽培が終了後、ほ場内で自然に増えた土着天敵を、栽培期間が異なる別のほ場の作物等へ
移動させてリレーしていく方法。ほ場内で増えた土着天敵は、作物の栽培が終了してしまうと維持
できなくなり、農家はまた次の栽培の際に天敵を探して捕獲してこなければならないことから、高
知県で始めた方式。同じ地域内でリレーする地域内リレーと、山間部と平野部等の気象条件が異な
る地域間でリレーする地域間リレーがある。（ただし、生態系が異なるため、県をまたぐ土着天敵
のリレーは農薬取締法で禁止されている。）

トップセールス この計画では、知事が、県内製品の特長や優秀性を宣伝し、積極的にセールスを行うこと。

中食（なかしょく）
レストランなどで食事をする外食と、家庭で料理を作って食べる内食（うちしょく）との中間

で、コンビニエンスストア、スーパーマーケットなどで販売されている調理・加工済みの弁当やそ
う菜を家庭や職場、学校などで食べること、又はその食品のことをいう。

な行

用語 解　説

南国そだち
　平成１８年に県奨励品種に採用された県育成の極早生品種で、７月中の出荷が可能な良食味米。
コシヒカリとのリレー出荷により県外消費地での有利販売を目指している。

肉豚地域保証価格
　豚肉の市場価格が下落したときに、生産者積立金により補てん金の交付を行う基準となる各都道
府県団体が定めた地域保証価格。

日射比例灌水装置
植物の蒸散や地表面からの蒸発によって失われる水分の量を、その時々の日射量から推定し、植物
が必要な水分を過不足なく自動的に補給する装置。

ニューツーリズム
テーマ性が強く、人や自然とのふれあいなどの体験的な要素を取り入れた旅行のこと。テーマと

しては産業観光、エコツーリズム、グリーンツーリズムなどがあり、旅行会社主導でなく地域側が
旅行商品を作るという特徴がある。

乳用牛舎快適性改善モデル
　牛舎の暑熱対策や給水施設、飼槽などの改善により乳牛の快適性を向上させることで、個体能力
を今以上に引き出し、乳量や乳質が改善されることを実証するモデル農家。

認定農業者
　農業経営基盤強化促進法に基づき、効率的かつ安定的な農業経営を目指して、自ら作成した５年
後の目標とその改善策を内容とする「農業経営改善計画」が市町村長の認定を受けた農業者をい
う。

農業環境規範

　我が国の農業生産全体を環境保全を重視したものに転換するため、農業者自らが取り組むべき規
範として国が平成１７年３月に策定。作物の生産においては、土づくりの励行、適切で効果的・効
率的な施肥、効果的・効率的で適正な防除、廃棄物の適正な処理・利用、エネルギーの節減等、農
業者が環境保全に向けて最低限取り組むべき事項をまとめたもの。農業者自らが生産活動を点検
し、改善に努めるためのものである。

農業生産法人
　農業経営を行うため、売買や貸借により農地の権利を取得できる法人。農地法では、原則として
農業生産法人以外の法人は、農地の取得・使用ができないとされている。

農作業受委託組織
　農地の所有者等から農作業の一部又は全て作業の委託を受け、委託者に代わって現実に農作業を
行う組織。

農商工ファンド
中小企業者と農林漁業者が連携して行う新たな取組に助成するために、国の地域中小企業応援

ファンドの仕組みを活用し、県や市町村等も基金の積み増しをして、高知県産業振興センターに設
置した基金。

農林漁家民宿
　農林漁業や田舎の生活が体験できたり、とれたばかりの新鮮な素材を活用した料理を味わうこと
ができる、農家、林家及び漁家等が経営する宿泊施設。

農林漁家レストラン
　農林漁家自ら又は農林漁家との密接な連携の下で、その農林漁家が生産した食材又は地域の食材
を使って調理・提供している、当該地域に立地するレストラン。
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は行

用語 解　説

排液処理装置

　養液栽培から生じる排液に含まれる余剰の硝酸態窒素やリンを処理する装置。水田土壌中の微生
物の力で硝酸態窒素を無害な窒素ガスに変え、またカキ殻によりリンを除去する。栽培期間を通じ
て窒素・リン共に総理府令に定められた排水基準値以下を維持できる。ミョウガの排液については
培地の色素についても分解する必要がありさらに改良が加えられている。

配合飼料価格安定制度
　配合飼料の原料となるトモロコシなどの価格高騰による畜産経営の損失を緩和するための制度を
いう。

買参権
　卸売市場において、売買取引に参加するために必要な権利のことで、市場開設者に申請し、条件
を満たすことで取得できる。取得した業者を買受人（買参人）と呼ぶ。→買受人

排出量取引（制度）
　国や企業ごとに温室効果ガスの排出枠（キャップ）を割り当て、枠を超えて排出した国（企業）
と余っている国（企業）との間で排出枠を取引（トレード）し、結果として全体の排出量を一定量
以下に収める制度。

バイヤー
　商品を買い付ける仕事をする人。商品選定、仕入価格、売買戦略などを卸売業者や生産者等と商
談する担当者。

バッチ網漁業
（機船船びき網漁業）

 この漁業は、漁船２隻が袋状の網を曳き、イワシシラス（ちりめんじゃこ）を漁獲。知事の許可
が必要な漁業で、操業区域や時間、網の大きさ等が制限される。本県では土佐湾中央部の沿岸域で
の操業が主体

梁桁ネットワーク
県内の製材業者や木材流通業者がネットワークを組んで、県産の梁桁材を常時一定量ストック

し、消費者ニーズに応えようとする取組。

ハンズオン支援
ハンズオン（Ｈａｎｄｓ－Ｏｎ）とは、直訳で「手を置く（触れる）」との意味。ハンズオン支

援とは、専門家等が直接的に手取り足取り指導することをいう。

ヒートポンプ
　空気や水が持つ熱を、温度の低いところから高いところへポンプのように移動させる装置で、冷
蔵庫やクーラーなど家庭での冷却装置として利用されてきた。熱効率が極めて高く、二酸化炭素
(CO2)排出量が少ないことから、農業用ハウスの冷暖房装置として利用が進んでいる。

光センサー選果機

  光センサー（非破壊糖度センサーともいう）とは、果実の１個１個に光を照射し、果実内部を透
過あるいは、反射してきた光の量を分析して、糖度・酸度・内部障害などを測定する装置。ミカン
やリンゴなどの果実の選果機に導入することで、切ったり、傷をつけることなく内部品質の検査が
可能。本県では、農協の選果場で、温州ミカン、土佐文旦、小夏などの選果・選別に利用されてい
る。

ビジネスマッチング
中小企業やベンチャー企業、起業家の事業展開を支援するため、それらの企業等とビジネスパー

トナーの出会いの場を提供し、ビジネスパートナーとの事業連携や事業提携等を図ろうとするも
の。

非破壊糖度センサー

　光センサーと同義語で、果実の１個１個に光を照射し、果実内部を透過あるいは、反射してきた
光の量を分析して、糖度・酸度・内部障害などを測定する装置。大規模な選果機に導入されるタイ
プや、ポータブルタイプで、生産ほ場や農家の選果場、小売店などでも手軽に糖度を測定すること
ができるタイプがある。

フィルムコミッション

　映画、テレビドラマ、ＣＭなどのあらゆるジャンルのロケーション撮影を誘致し、実際のロケを
スムーズに進めるための支援を行う非営利機関。地方公共団体（都道府県・市町村）か、観光協会
の一部署が事務局を担当していることが多く、映画撮影などを誘致することによって地域活性化、
文化振興、観光振興を図ることを目的としている。高知県においては、(財)高知県観光コンベン
ション協会内に高知フィルムコミッションが設置されている。

フードビジネスクリエイ
ター

一次産品の高付加価値化のために、食品の加工・製造や品質管理、機能性食品の生産に関する技
術のほか、商品開発や分析、経営にいたる幅広い知識を持った、食品産業の中核を担う人材のこと
を指す。

副業型林家
森林の所有の有無にかかわらず、森林整備や木材の生産活動にかかわって、林業の営みを副業的

に行っている人々の総称。

ブラッシュアップ 商品の特性にみがきをかけ、さらに良くすること。

ブルーツーリズム
漁村に滞在して、漁業体験やその地域の自然や文化に触れ、地元の人々との交流を楽しむ余暇活

動のことをいう。

プレカット
　木造住宅の建設において、従来、大工が手で刻んでいた木材の継手・仕口などを、工場に設置さ
れた自動工作機械で加工すること。

プロダクトアウト
  企業が商品開発・生産・販売活動を行ううえで、企業側の有する技術や優位性などを基本に、そ
れらの事業活動を取り組んでいこうとする経営姿勢。マーケットインの反意語。

- 406 -



用語 解　説

ヘルスメイト
地域で食生活改善を主なテーマとして、健康づくりのためのボランティア活動をしている「食生

活改善推進員」の愛称。

宝石サンゴ

　水深数10ｍ～数100ｍの岩礁性の海底に生息し、内骨格が宝飾品として利用される。花虫綱八放
サンゴ亜綱ヤギ目サンゴ科に属し、サンゴ礁を形成するいわゆる造礁サンゴ類とは別の分類群に属
する。アカサンゴ、モモイロサンゴ、シロサンゴなどがあり、高知県では全国の2/3程度を漁獲
し、加工業や流通業も多くが集積している。

ポータルサイト インターネットに接続するときに、玄関口となるウェブサイト。

ホームユース調査
お客様に、自宅に商品を持ち帰っていただき、使用後に意見や感想をアンケートにより収集する

こと。

ポジテイブリスト制度

　残留基準が設定されていない農薬が残留する食品の流通・販売等を禁止する制度。食品中に残留
する農薬について食品衛生法第１１条に基づき、残留基準が設定されているが、基準が設定されて
いない農薬が含まれる食品については規制が困難であることから、平成１８年５月から導入され
た。

ま行

用語 解　説

ＭＹ遊バス

(財)高知県観光コンベンション協会が運行しているＪＲ高知駅～上町～五台山～桂浜定額料金で一
日又は二日間乗り放題のバス。ＪＲ高知駅～上町～五台山～桂浜のコースを毎日運行（桂浜→高知
駅は、上町を経由しない。）。路面電車の市内190円区間乗り放題や観光施設の入場料の割引など
の特典がある。

マーケットイン
　企業が商品開発・生産・販売活動を行ううえで、商品・サービスの購買者のニーズを優先し、購
買者の視点で商品開発を行うとともに、購買者が求めている数量だけ提供していこうとする経営姿
勢。プロダクトアウトの反意語。

前処理加工
魚類の場合では、魚類の料理や加工品の材料とするために、魚のうろこを剥ぎ、エラや内臓ある

いは頭部を除いた状態やさらに３枚におろしたり、切り身の状態に加工することをいう。下ごしら
えのことをいう。

まちむら交流機構

  （財）都市農山漁村交流活性化機構の愛称。都市住民の自然・ふるさと志向とこれに対応して豊
かなむらづくりを進めようとする農山漁村の意向を踏まえて、都市と農山漁村の交流を積極的に推
進するとともに、都市と農山漁村が一体となった地域活性化のための国民的規模の運動を展開し、
もって農山漁村の活性化を図り、国土の均衡ある発展及び自然と調和のとれた豊かでうるおいのあ
る社会の実現に資することを目的としている。

マリン・エコラベル・ジャ
パン

  水産資源と海に優しい漁業を応援する制度として2007年10月に全国的な水産団体である大日本水
産会が創設したもの。資源と生態系の保護に積極的に取り組んでいる漁業を認証し、その製品（商
品）に水産エコラベルを付けることにより、このような漁業を奨励・促進する制度である。

マルチ資材
　作物に好適な土壌環境をつくるために、土壌の表面を覆うプラスティックフィルムなどでできた
資材。効果として、乾燥、加湿など土壌の水分調節、地温調節、雑草の発生抑制などがある。

マルチ栽培

　地面をシートフィルム等で被覆し、地温や土壌水分の調節、病害虫、雑草の防除等を図る栽培技
術。ミカンなどの果樹類では株元やほ場全体にシートフィルムを被覆し、雨水の侵入を防ぐことで
適度な水分ストレスを与え、糖度の向上や着色促進などの品質向上に利用。近年、消費者の高品質
嗜好の高まりに対応し導入が進んでいる。

木質バイオマス
バイオマスとは再生可能な生物由来の有機性資源で、樹木からなるバイオマスのことを木質バイ

オマスという。樹木の木部、樹皮、葉などで、林地に残された材や製材工場の残材、建築解体木材
も含む。

木質ペレット
　木材を粉砕、圧縮、成型した固形燃料で、長さは１～２ｃｍ、太さは６～１２ｍｍ程度の円筒状
のもの。

木造住宅指定団地
調和の取れた良好な街並みを形成するため、県産材を使った一団（１０戸以上）の木造住宅を建

築することを条件に県が指定する住宅団地。

モニタリング
　企業等が、実際に商品を使用しているモニターに対し、使用感や感想を収集するリサーチ手法。
また、企業の消費者調査等において、サービス評価などの日常的・継続的な点検のこと。

森の工場
一団の森林を対象に、林業事業体が森林所有者と森林の管理に関する協定や受委託契約を結び、

計画的・効率的に間伐などの森林整備を実施し、収益や安定的な雇用の確保等を図りながら、持続
的な林業経営を行う森林の団地。

- 407 -



や行

用語 解　説

野菜ソムリエ
　野菜や果物の美味しさや楽しさを理解し、伝えることのできるスペシャリストとして日本ベジタ
ブル＆フルーツマイスター協会が認定している人のこと。高知県では、高知県の農業、食文化を学
ぶ講座を受講した野菜ソムリエを「高知の野菜ソムリエ」として登録している。

山元土場（ストックヤー
ド）

木材を山から加工場等へ輸送する際に一時的に利用する木材の集積場所のうち、伐採現場に近い
山元に構える貯木場のこと。必要に応じて木材の太さや長さ、品質に応じた簡易な仕分けを行う機
能を持つ。

有機JAS（有機JAS認証制
度）

　農林水産大臣に登録を受けた第三者機関（登録認定機関）が、有機農産物等の生産工程管理者
（農家や農業生産法人等）や製造業者を認定し、認定を受けた者は、有機農産物や有機加工食品に
ついて、有機JAS規格に適合しているかどうかを格付けし、その結果、適合していると判断したも
のに有機JASマークを付すことができる制度。有機ＪＡＳマークがない農産物に「有機」や「オー
ガニック」等の表示を付すことは法律で禁止されている。

有機農業
化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本

として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の方法を用いて行われる
農業をいう。

有機のがっこう

　平成１８年４月、有機農業の実践者を育成し、修了生の県内への定住を図り、有機農業の振興と
地域の活性化を促進するため、ＮＰＯ法人「黒潮蘇生交流会」と県の協働により土佐町に開校した
研修施設。有機農業に関心があり県内での新規就農希望者、又は環境保全型農業の実践希望者を対
象に１年間の研修を実施。

養液栽培

植物の生長に必要な養水分を、液肥として与える栽培方法。培地を用いない水耕栽培、噴霧耕
と、培地を用いた固形培地耕とがある。現在、トマトやナスなどのナス科の野菜、ホウレンソウや
レタスなどの軟弱野菜、メロンやイチゴなどの果物的果菜類、バラなどの花卉に多く用いられてい
る方法である。高知県ではミョウガでも多く普及している。

よさこいネット
(財)高知県観光コンベンション協会が運営する高知県の観光情報ホームページ。県内の季節ごと

のイベント情報なども掲載しており、年間約380万件のアクセスがある。

４定条件
定時・定量・定規格・定価格のこと。大型量販店や外食産業等は、品質・鮮度・数量等の面で商

品を安定的に供給していく必要があることから、その仕入元に対して、「4定条件」を強く求める
傾向にある。

ら行

用語 解　説

楽天市場「まち楽 高知」

楽天株式会社の運営する日本最大級のｅ－コマースサイト「楽天市場」の、都道府県別、エリア
別に特産品などを販売する「まち楽」のページに、高知県が平成２０年１２月に開設した「まち楽
高知『あったか高知で待ちゆうき』」のこと。地域の特産品や観光情報などを、都道府県や政令指
定都市などの自治体が掲載できるタイアップページが順次開設されている。

ランドオペレーター
旅行先での旅行を円滑に実施するためのワンストップ窓口の役目を果たす管理者。旅行者が旅行

先で利用する宿泊場所、移動手段、食事、ガイドなどを事前に手配し、旅行中においては、旅程を
管理する。旅行後は旅行代金の収受と支払い等の清算を行う。

林業事業体
森林所有者などからの委託又は立木の購入等により、造林、伐採などの林業作業を行う森林組

合、素材生産業者など。世界農林業センサスでは「林業サービス事業体等」に相当する。

林業労働力確保支援セン
ター

林業労働力の確保の重要性から施行された「林業労働力の確保の促進に関する法律(平成8年法律
第45号)」に定められた、知事が指定した団体で、林業における雇用改善の促進対策、林業就業者
の育成･確保対策、情報の提供相談その他の援助等を総合的な業務としている団体。

冷水病
　ギンザケやアユに発生する細菌感染症で、現在、養殖場や河川で全国的に流行し、最も被害を与
えている病気の一つ。高知県においては、平成４年に養殖場で、平成６年には河川で確認された。
元々は、北米のマスの病気であり、琵琶湖産アユの放流により全国へ広がったと見られている。

れいほくスケルトン 高知県の嶺北地方で生産されたスギ材を１００％使用した、住宅の基本構造体のキット商品。

レンタルハウス
　農協等が整備し、農業者にレンタルするハウスのこと。県のレンタルハウス整備事業では、県、
市町村が補助を一定の割合で行っている。

わ行

用語 解　説

若者サポートステーション
いわゆるニートやひきこもり傾向にある概ね１５歳から４０歳未満までの若者を対象に、個別相

談やソーシャルスキルトレーニング等により、就学や就労に向けた自立支援を行う。
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